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History

当社は1913（大正2）年、ドイツ系の機械輸入商社エル・レイボ
ルド商館を母体とし、「合資会社建材社」の名で歩み始めまし
た。創業当初は、ドイツから輸入した建築材料の販売や据え付
けなどを主に行っていましたが、蒸気暖房ボイラ等、設備の納
入に工事の仕事をあわせて行う必要が生じたため、ドイツから
暖房工事の技師を招へいし、最新式の暖房技術の導入を図り
ました。

1918年、東京・丸の内に完成した東京海上ビルは、わが国最初
の近代的オフィスビルです。当社はこの大建築に強制循環式
温水暖房設備と浄化槽を納入し、建築設備業界に確固たる地
位を築きました。

1930年代からは、日本の紡績産業が飛躍的に伸長しました
が、精紡プロセスでは空調システムが必須の設備であり、その
設計施工を手掛けた当社は急速に業績を拡大させました。
1935年にはアメリカ製の蒸気噴射式冷凍機「スチームゼット」
の技術を導入、蒸気噴射式冷凍機の国産化に成功しました。

第2次世界大戦によって、日本の製造業は壊滅的な打撃を受け
たものの、戦後は繊維産業に加え、カメラ、フィルム、医薬品、電
子などさまざまな分野で工場建設が進み、これらの工場では、
製品不良を防ぐため、高い清浄度を維持できる空調設備が求
められました。当社は、こうしたニーズに応える形で精密空調、
そしてクリーンルームへと技術力を高めていきました。

1953年からは自動車の塗装設備事業に本格的に参入しまし
た。モータリゼーションが日本に到来した1959年には、東洋工
業（現・マツダ）から初めて自動車塗装一貫ラインの工事を受
注。当社にとって、社運をかけたビッグプロジェクトでした。この
自動車塗装分野は当社を支える大きな柱の一つに成長してい
きました。

当社は1973（昭和48）年、創立60周年を機に、「建材社」から
「大気社」と社名を改め、新たなスタートを切りました。折しも、
日本で大気汚染などの公害問題が顕在化し始めた時代です。
この社名には「人類をはじめ、全生物の存在と繁栄は正常な大
気に依存する」ことを原点として、常に考え行動する「熱と空気
のエンジニア集団」を目指すという思いが込められています。

この時期、当社は日系顧客の海外進出に歩調を合わせ、タイ現
地会社の設立をはじめ、世界各地に拠点を設置しました。海外
工事の経験を積みながら、日系のみならず、地場系、欧米系へ
も顧客を拡大していきました。

また同年には、第四次中東戦争が勃発。石油供給量減少を
理由とした第一次オイルショック、続いて1979年にも第二次
オイルショックが起こり、「省エネルギー」が産業全体における
課題となりました。1980年代に入ると、日系自動車メーカーに
よるアメリカ進出が加速し始め、当社はホンダアメリカ1期工
事、日産アメリカから塗装ロボットを受注。1981年6月には、ア
メリカに現地法人を設立しました。その後、日系自動車メー
カーの北米進出ラッシュに対応し、アメリカのビッグスリー（ゼ
ネラルモーターズ、フォードモーター、クライスラー）からの塗
装プラントも受注しました。
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1913年の創立以来、111年の年月が経過し、大気社グループはおよそ5,000人の従業員を抱えるグローバル企業
グループへと発展を遂げました。当社は創業時から脈々と受け継がれてきた国際性と「顧客第一」の精神を大切にし
ながら、さらなる挑戦を続けています。

1918年　東京海上ビル 1932年　本社前での記念撮影 1927年　社屋

高度経済成長とともに事業領域を拡大
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近代日本の基礎づくりを担う
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グローバルな事業展開
1971-1989

国内ではオイルショック以降、大型公共投資の延期・凍結が
相次ぐなど「建設冬の時代」を迎えました。しかし、その頃中東
地域では豊富なオイルダラーを背景にインフラ投資が盛んと
なり、当社はイラン、イラク、アラブ首長国連邦などでプラント
や病院の設備工事を受注しました。

1990年代は、インターネットや携帯電話の普及によってIT技
術の普及が一気に進んだ時代です。クリーンルームの設計施
工で先端的な技術を持つ当社は、IT機器の核となる半導体、
ハードディスク、コンデンサ等の製造工場建設に参画し、電子
部品業界における評価を高めました。
この時期、国内のビル空調分野では、通信関連施設の建設、ま
た、都市部を中心に再開発や高層ビルの建設が増加しました。
当社はこうしたプロジェクトを多く手掛けると同時に、これまで
築いてきたグローバルネットワークを生かし、海外での建設需
要も積極的に取り込みました。マレーシアのペトロナスツイン
タワーなど、当社はランドマークとなる建物の空調設備工事に
も携わりました。

IT化の進展は、情報伝達の面で地理的な制約を小さくし、情報
処理のスピードを上げました。グローバル化はいっそう進展し、
国境を越えた投資や分業が多くの産業で一般化しました。当社
グループにおいても、子会社間での調達業務支援や人的資源
補完が日常的に行えるようになり、プロジェクトをグループ総
合力で解決する事案が増えました。

2011年度（2011年4月〜2012年3月）、日本国内の市場では
東日本大震災の影響で経済活動に停滞の動きが見られたもの
の、海外市場では引き続き新興国を中心に受注が増加しまし
た。これまで当社グループの強みであるグローバルネットワー
クを活かし、積極的な国際展開を進めてきた結果、同年度は海
外完成工事高比率（連結）が51.3％となりました。海外完成工
事高比率が50％を超えたのは、創業以来初めてのことです。

そして現在、グローバル化は、そのスピードをさらに加速し
つつあります。当社は引き続き周辺諸国の拠点と連携を図りな
がら、現地に根ざした活動の展開を目指していきます。また、社
会・顧客のニーズに応え、新たな領域である植物工場事業など
にも積極的に取り組んでいきます。
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当社は創業当初より、ドイツ人技師を招く、西欧の先進技
術の導入に努めるなど、その目は海外に向けて開かれてい
ました。早い時期から海外市場に活路を見出し、積極的に
海外の需要も取り込んできたことで、当社グループでは多
様性をごく当たり前のものとして受け入れ、異文化を理解
し協調・融和する力、試行錯誤を許容できる風土が着実に
培われてきました。現在、海外拠点で多くのナショナルスタ
ッフが活躍していることもその一つのあらわれです。
また、当社にとっては技術力・イノベーション力が、企業競
争力・顧客満足の源泉であり、新たな事業を生み出すエン
ジンにもなります。当社の場合、歴史的にも、お客さまの高
い要求に追従することにより培われた追求型のソリューシ
ョン力に強みがあります。
このように、長年にわたり受け継がれてきた特徴・強みと言
える企業風土は、イノベーティブ（創造的）な企業、変革・成
長を実現する企業、多様な人材・知見を最大限に生かす企
業であるために、極めて重要な土壌であることを改めて認
識しています。
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IT時代の到来
1990-2001

グループ総合力の時代へ
2002-2010

未来を見据えて
2011-

価値創造の歴史
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